
 京都市高速鉄道旅客運賃条例施行規程の一部を改正する規程を公布する。 

  平成３０年３月１６日 

                            京都市公営企業管理者   

                            交通局長 山本 耕治   

京都市交通局管理規程第１９号 

   京都市高速鉄道旅客運賃条例施行規程の一部を改正する規程 

 京都市高速鉄道旅客運賃条例施行規程の一部を次のように改正する。 

 第２４条第１項第２号中「３人までとする。）」を「３人までとする。）。」に改め，

「そしゃく機能の障害」の右に「の４級」を加え，「大人の身体障害者」を「身体障害者」

に改める。 

 第２９条第１項中「前条」を「第２８条」に改める。 

 第３０条第１項第１号中「が２５人以上並びに」を「及び」に改め，「保育所又は幼保

連携型認定こども園」の右に「（以下「指定学校等」という。）」を加え，「付添人によ

って構成された」の右に「２５人以上の」を加え，「当該指定学校又は保育所」を「当該

指定学校等」に改める。 

 第３２条第２項中「前項第６号」の右に「アからエまで」を加え，「を発売し，」の右

に「同項同号オ及びカに定める定期券並びに」を加える。 

 第３３条第１項を次のとおり改める。 

第３３条 乗車券は，駅において発売する。ただし，定期券及び特定割引定期券（以下「定

期券等」という。）については，京都市乗合自動車旅客運賃条例施行規程第４条第１項

に定める自動車部営業所（烏丸営業所及び九条営業所を除く。）及び京都市乗合自動車

旅客運賃条例施行規程第４条第３項各号に定める定期券発売所において発売し，貸切乗

車券については，営業推進室において発売する。 

 第３７条中「通学定期券購入証」を「第４１条第２項各号に掲げる証明書等，第４５条

第２項に定める書類及び証明書」に改める。 

 第３８条第１項を次のように改める。 

第３８条 第４１条第２項各号に掲げる証明書等，第４５条第２項に定める書類及び証明

書又は旅客運賃割引証は，次の各号の一に該当する場合は，無効として回収する。 

 第３８条第２項中「通学定期券購入証」を「書類及び証明書」に改める。 

 第４６条第２項中「通勤及び通学に係る」及び「それぞれ」を削り，「書類及び」の右



に「証明書並びに」を加える。 

 第５０条第２項を次のように改める。 

２ 前項の規定により補充乗車証の発行を受けようとする旅客は，通勤定期券の購入者に

あっては定期券購入申込書を提出し，通学定期券の購入者にあっては定期券購入申込書

を提出するとともに第４５条第２項に定める書類及び証明書を提示し，通勤通学定期券

の購入者にあっては定期券購入申込書を提出するとともに第４６条第２項に定める書

類及び証明書を提示し，かつ，乗車駅間に対応するそれぞれの定期旅客運賃を支払わな

ければならない。ただし，クレジットカードによる購入時はこの限りではない。 

 第５０条第４項に次のただし書を加える。 

ただし，定期券発売所が休業する日は日数に含まない。 

 第５１条中「旅客は，定期券」の右に「（京都市乗合自動車旅客運賃条例施行規程第３

条第４項各号，京都市乗合自動車・高速鉄道間の連絡運輸及び共通乗車取扱規程第９条第

１項第２号並びに第３号，京都市高速鉄道連絡運輸規程第１０条第１項第２号に規定する

定期券及び京都市乗合自動車旅客連絡運輸規程第４条第２項第２号の定期券を含む。以下，

この条において同じ。）を加え，「定期券の発売駅まで」の右に「普通券で」を加える。 

 第５３条第２項中「第４５条第２項に定める申込書」を「定期券購入申込書」に改め，

「提出するとともに」の右に「第４５条第２項に定める」を加える。 

 第５４条第２項を次のように改める。 

２ 前項の規定により特定割引通勤通学定期券（甲）又は特定割引通勤通学定期券（乙）

（以下「特定割引通勤通学定期券」という。）を購入しようとする旅客は，定期券購入

申込書を提出するとともに第４５条第２項に定める書類及び証明書並びに通勤先の代

表者が発行する次の事項についての証明書を各年度の最初の購入時に提示しなければ

ならない。 

  なお，当該年度内の継続購入は，同一の種類で有効期限が翌年度の４月１日をまたが

らない場合に限り，旧特定割引通勤通学定期券と引き換えで購入することができる。 

通勤区間 

通勤先の所在地 

 第６５条第２項中「一日乗車券」の右に「（自動券売機で発売するものを除く。）」を

加える。 

 第６９条第１項第３号「第４１条第２項」の右に「各号に掲げる」を加える。 



 第７０条第１項第５号中「の規定により通学定期券購入証等」を「に定める書類等」に

改め，「当該通学定期券購入証等」を「当該書類等」に改める。 

 第７３条中「通学定期券購入証」を「第４５条第２項に定める書類及び証明書」に改め

る。 

 第１０１条中「２００円」を「２２０円」に改める。 

 第１０５条中「２００円」を「２２０円」に改める。 

 第１０６条の２第１項に次のただし書を加える。 

ただし，自動券売機で発売する一日乗車券については，使用開始前で，かつ，通用期

間内であるときに限る。 

 第１０９条第１項中「当該定期券等を不要」を「当該定期券が不要」に改める。 

 第１０９条第２項中「２００円」を「２２０円」に改める。 

 別表第１１号様式（第７９条関係）を次のように改める。 

第１１号様式（第７９条関係） 

１ 大人一日乗車券 

（１）自動券売機を除く発売場所で発売するもの 

表 面             裏 面 

 

備考 １ 図柄（乗車券としての使用などにおける必要記載事項以外のものをいう。）は，

必要に応じで変更することができる。 

   ２ エンコード乗車券とする。 

（２）自動券売機で発売するもの 



 

備考 １ エンコード乗車券とし，裏面は無地とする。 

   ２ 発売当日に限り有効とする。 

   ３ 英語ほか外国語による乗車券も発売する。 

２ 小児一日乗車券 

（１）自動券売機を除く発売場所で発売するもの 

表 面            裏 面 

  

備考 １ 図柄（乗車券としての使用などにおける必要記載事項以外のものをいう。）は，

必要に応じで変更することができる。 

   ２ エンコード乗車券とし，裏面に注意事項及び「小」を記載する。 

（２）自動券売機で発売するもの 



 

備考 １ エンコード乗車券とし，表面に「小」を記載し，裏面は無地とする。 

   ２ 発売当日限り有効とする。 

   ３ 英語ほか外国語による乗車券も発売する。 

   附 則 

この規程は，平成３０年３月１７日から施行する。ただし，第１０１条，第１０５条，

第１０９条第２項の規定は，平成３０年３月２４日から施行する。 

（交通局営業推進室） 

 


